
■ 室内・室外側座の取付

内締錠 ・表示錠
の室外側座

空錠 の室外側座
(両面サムターン)

角芯

座取付ねじ

呼込足
錠の
芯出し穴

室内側座
(レバータイプ)

室内側座

サムターンを
縦にします。

サムターンを
縦にします。

表示錠の場合、表示
窓が上になるように
します。

コイン溝を
縦にします。

注）図は一例であり座の形状、機能には種類があります。ご留意ください。

※詳細は本体セットに付属している、取付説明書をお読みください。

原寸大
皿木ねじ 3.5×22

ねじの種類をご確認ください。

GIKEN
  刻印

皿タッピングねじ3.5×16
原寸大

ねじの種類をご確認ください。

鎌の目印を基準に
上下調整をしてく
ださい。

受け部の位置が適正に
調整されていない場合、
正常に施錠ができなく
なります。

鎌がスムーズに掛かり、
ガタつきの無いように
前後調整をしてください。

調整できたらしっか
りとねじを締め付け
てください。

　     ～調整範囲～ 
 上下調整  上……5ｍm
　  　　　 下……5ｍｍ
 前後調整…………4mm
ドアの反りには…9mm

※ご使用中に鎌のかかり具合が
　悪い時は、ストライクの調
　整方法にしたがい、調整し
　てください。

受け部が上下に

受け部が前後に

受け部

前後調整
ねじ
上下調整
ねじ

扉

錠

ストライクの
位置出し部品

取り付
ける

21mm 

鎌

受け部

鎌

受け部が下すぎる。 受け部が上すぎる。

受け部

目印

錠　１個    　皿木ねじ3.5×22　
　　2本(透明袋入り)

　　皿タッピングねじ3.5×16
　　 2本 (青色袋入り)

受座(ストライク)
　　　1個

ストライクの
位置出し部品
　　1個

裏面の取付型紙を利用して、扉に彫り込みを行
います。錠を解錠状態で、フロントの「GIKEN」
の刻印を上にし、右図のように、皿木ねじで固
定してください。

本梱包品は錠・受座（ストライク）のみのセットです。本体セットは、別途準備お願い致します。　
施工前に下記の部品が入っていることをご確認ください。

１．ストライクの穴に指を入れたり、触れたりしないでください。けがをする恐れがあります。
２．錠は分解、改造しないでください。
３．取付ねじが緩んだ状態で使用していますと、製品本来の機能と耐久性が維持できなくなったり、故障の原因と
      なりますので、ねじの締め直しをしてください。
４．鎌やストライクにぶつからないように気をつけてください。当たってけがをしたり、衣服を引っ掛けて
　　転倒したりする恐れがあります。また、ドア付近ではお子様が遊ばないように、保護者の方はご注意ください。

裏面の取付型紙を参考に彫り込みを行い
皿タッピングねじで取付けてください。
鎌のかかり具合は、「ストライクの調整方法」を
参考に調整してください。

※本体セットの取付説明書に記載されている内容も合わせてご確認ください。

お施主様へ
取扱上の注意

① 「ストライクの位置出し部品」
　 を図の様に取付けます。
② 少し強めに引戸を閉めます。
③ 枠に凹みが付いたところから
    ２１ｍｍ下がったところが、
　 ストライクの取付中心です。
④ 位置出しが終わったら、部品
　 を取り除いてください。

① ストライクの
　 位置出し部品を
    取り付けます。

② 少し強めに引戸を
　 閉めます。

③ 凹みから21mm下が
    ストライクの取付中心です。

施工前にこの取付説明書をよくお読
みいただき安全に正しく施工いた
だきますようにお願い致します。

誤った取り扱いをした場合には、傷害または、財産などへの損害が発生する恐れがある内容です。
※本製品は一般住宅屋内専用です。
　玄関や浴室、屋外では使用しないでください。
※簡易シリンダー錠は商業施設等の多頻度使用場所には適さない仕様の為、使用しない
　でください。キーやシリンダーの摩耗で正しく施解錠出来なくなることがあります。
※防犯効果の必要な場所では使用しないでください。本製品は、防犯効果はありません。
※電動ドライバーは使用しないでください。
　各取付ねじは製品の変形・破損、扉の変形に注意し、作動不良が無いように
　しっかり締付けてください。

禁止

錠中心

ストライク中心

※　扉・枠の建て付けが悪い場合には、事前に建て付けを調整後、ストライクの調整を行ってください。

鎌のかかり具合は受け部を
上下・前後に動かすことで
調整することができます。

前後・上下調整ねじを緩め
ると受け部はフリーになり
ます。右図を参考に調整し、
ねじを締め付け かかり具合
を確認してください。
受け部の位置が適正で無い
場合、正常に施錠されなか
ったり、鎌が出ている状態
で引戸を閉めそのまま施錠
されてしまう事があります。

■ 取付前の確認

■ 扉の彫り込みと錠の取付

■ ストライクの取付・調整

ストライクの調整方法

■ ストライクの取付位置出し

取付後、本書は必ずお施主様または、ご入居者様へお渡しください。取付業者の皆様へ
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技研引戸錠 セパレートタイプ　錠・受座セット　取付説明書

https://www.kawaguchigiken.co.jp/
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錠中心

１８mm

フロントの隅形状は現品に合わせて、
角又はＲ６・フルアールで加工してください。

フロントの隅形状は現品に合わせて、
角又はＲ６で加工してください。
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７３mm

６０mm

φ３６mm
ノミ加工

取付型紙

穴加工の芯ズレ防止のため
扉表面からの穴加工を先にしてください。

バックセット３８mm

バックセット５１mm

※型紙の寸法通りの加工をしてください。
　異なった寸法で加工されますと、製品が取り付けられなかったり、
　動作不良の原因になります。ご注意ください。
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15mm

3mm

使用キリ
φ36ｍｍ…本体穴加工
φ15ｍｍ…錠穴加工
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